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２-２．若手の会、地権者への取組み 

取組み方針①：若手の会の提言事項の検討、取りまとめを支援し、地権者に対する情

報発信の機会を設ける事により、地権者の跡地利用計画に対する興味・

関心を促す。 

取組み方針②：若手の会を中心とした、今後のまちづくり組織のあり方について例示、

議論を促す。 

取組み方針③：地主会と若手の会の連携強化を図る。 

 

（１）若手の会の定例会活動支援 

１）取組みのポイント 

若手の会の今年度テーマ「経済効果を上げる土地利用」を検討するにあたり、関連する事
例や考え方等について定例会で情報提供を行い、地権者の視点、まちづくりの視点を踏まえ
支援した。 
また、普天間飛行場返還にあたり「事業推進組織」「人材育成組織」などの分化が考えら

れると示し、現在の若手の会の立場を踏まえた今後の取組みについて議論を促した。更に、
若手の会会員に対するアンケートを実施し、（仮）若手の会の手引きについて検討を行った。 
 
２）取組みスケジュール 
①定例会 

No 開催日 主な活動内容 

1※ ４月 10 日 ・今年度の取組みについて 

２※ ５ 月 8 日 ・経済効果を上げる土地利用について 

３ ６月 12 日 ・経済効果を上げる土地利用について 

４ ７月 10 日 
・経済効果を上げる土地利用について 
・若手の会アンケートについて 

５ ８月 14 日 
・経済効果を上げる土地利用について 
・若手の会の組織体制について 
・若手の会アンケートについて 

６ ９月 11 日 
・先進地視察会について 
・若手の会の組織体制について 
・若手の会アンケートについて 

※本業務対象外 
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No 開催日 主な活動内容 

７ 10 月 9 日 
・経済効果を上げる土地利用、地権者の役割について 
・（仮）若手の会の手引きについて 
・若手の会アンケートについて 

８ 11 月 13 日 ・若手の会の考える「経済効果を上げる土地利用方法」について 

９ 12 月 11 日 ・若手の会の考える「経済効果を上げる土地利用方法」について 
・（仮）若手の会の手引きについて 

10 １ 月 8 日 ・字別意見交換会について 

11 ２月 12 日 ・字別意見交換会について 

12 ３月 12 日 
・今年度のとりまとめ 
・平成 30年度成果と課題、次年度の取組みについて 

 

 

 

 

②自主会等 

No 開催日 場 所 主な活動内容 

１※ 12 月 5 日 
宜野湾市役所 3階 
第一会議室 

・講演「経済効果を上げる土地利用とは」 
（内閣府アドバイザー派遣等事業を活用し
た講師招聘による講演会） 

２※ 12 月 21 日 
宜野湾ベイサイド 
情報センター2階 

・経済効果を上げる土地利用方法について 
・（仮）若手の会の手引きについて 

３※ 3 月 5 日 
浦添市てだこホール 
市民交流室 

・「那覇軍港のまちづくりを考える次世代の
会」、「チームまきほ 21」との合同意見交
換会 

 

  

※本業務対象外 
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写真：那覇軍港のまちづくりを考える次世代の会、チームまきほ 21 との意見交換会の様子 

写真：自主会の様子 写真：講師招聘による講演の様子 

写真：定例会の様子① 写真：定例会の様子② 
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「普天間飛行場の跡地を考える若手の会」の組織体制について（継続して検討中） 
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３）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●定例会活動を支援した事で、若手の会が今年度テーマ「経済効果を上げる土地利用」に
ついて取りまとめる事ができた。 

・普天間飛行場返還後のまちづくりにおいて、地権者がメリットを享受する事が重要であ
るという考えのもと、今年度は「経済効果を上げる土地利用」について検討し、提言事
項を取りまとめる事ができた。 

●若手の会を中心とした、今後のまちづくり組織のあり方について議論を進める事ができ
た。 

・定例会参加が少なくなっている状況である事から、若手の会が自主的に会員に対するア
ンケートを実施し、その結果を踏まえて普天間飛行場返還後のまちづくり組織のあり方、
若手の会の将来あるべき姿等について議論を進める事ができた。 

【今後の課題】 

●今後も継続して若手の会の提言事項の取りまとめを支援し、地権者に対する情報発信の
機会を設ける必要がある。 

・今後、跡地利用の計画内容の具体化が進むにつれて、地権者の意向を求められる時期が
訪れる事から、地権者側の組織である若手の会の提言事項のとりまとめを継続して支援
し、情報発信の機会を設ける事で、地権者が跡地利用計画に対して意見を述べやすい環
境を作り上げていく必要がある。 

●定例会の開催方法、会議のあり方について検討する必要がある。 
・定例会参加者が少なくなっている状況から、例えば開催曜日や時間の変更、地域別での
自主会開催と四半期に一度の定例会開催（定例会で各自主会での検討内容を報告する）
など、定例会の開催方法や会議のあり方について検討する必要がある。 

●今後の組織体制について継続して検討する必要がある。 
・若手の会の将来あるべき姿やそのために必要な取組みについて議論を行ったが、まだ方
向性が確定していない事から、今後も継続して検討する必要がある。 

●若手の会の位置づけについて、新旧メンバー間の認識の差異を解消する必要がある。 
・若手の会の位置づけや活動目的等について、新旧メンバー間で認識の差異が生じており、
年度初めに決定したテーマを検討する時間が足りなくなる事がある。今後も新メンバー
加入のたびに同様の問題が生じるものと考えられる事から、現在若手の会で検討を進め
ている「（仮）若手の会の手引き」等を活用して認識の差異を解消する必要がある。 

●地主会との連携をより強化していく必要がある。 
・若手の会の自主活動の一環で、平成 26年度より地主会三役との意見交換会を行ってい
たが、今年度も地主会との日程が合わないため実施できなかった。今後も地主会との連
携をより強化し、跡地利用計画に対する共通認識を持った上で意向醸成活動を進めてい
く必要がある。  
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（２）字別意見交換会の企画・開催 

１）取組みのポイント 

公民館で開催する事で地権者が足を運びやすくするとともに、昨年度に引き続き小テーブ
ル形式での意見交換とし、発言しやすい雰囲気づくりに留意して実施した。 
開催にあたっては、案内文の発送と合わせて、開催１週間前に案内はがきを再度郵送する

とともに、地主会及び若手の会からの参加呼びかけを依頼するなど、複数の方法で周知を行
った。 
また、地主会役員としての意向を踏まえた上での字別意見交換会とするため、字別意見交

換会における若手の会からの報告に先立って、地主会役員等を対象とした意見交換会を実施
した。 
 

２）地主会役員等との意見交換会の実施概要 

○開催日：平成 31年 1月 22日（火）19：00～20：30 
○会 場：JAおきなわ宜野湾支店２階 蘭の間 
○内 容：（１）普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた取組みについて 

プロモーションビデオの放映（平成 29年度） 
（２）普天間飛行場の跡地を考える若手の会の報告 

若手の会の活動紹介と「若手の会の考える経済効果を上げる土地利用」に
関する報告 

（３）質疑応答、意見交換 
○参加者：25名（地主会役員等 12名、若手の会 10名、地主会事務局 3名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）主な意見（地主会役員等との意見交換会） 

意 見 「経営を目的に土地を利用する」方法として、貸病院を追加して頂きたい。医師法
改正により、資金、土地の両方が必要なくとも病院の開業が可能となっている。地
権者にとっては、アパートや駐車場を建設するよりも利益も得やすい。 

意 見 企業誘致、地元雇用、税収増等について、今後より具体的に検討してみてはどうか。

写真：意見交換会の様子① 写真：意見交換会の様子② 
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意 見 教育が充実、向上したまちになればと考える。教育に力を入れると、教育を重視す
る高学歴の人達が集まる事につながる。 

意 見 地主会に対して改善点や要望があれば遠慮なく若手の会から言って頂きたい。処遇
をもっと良くしていきたいと考えている。 

意 見 根気強く継続していく事が重要で、その結果良い方向に繋がる事となる。 

 
 

４）実施概要（字別意見交換会） 

○開催日：平成 31年 2月 21日（木）、25日（月）、27日（水）、3月 3日（日） 
○内 容：（１）普天間飛行場跡地利用計画策定に向けた取組みについて 

プロモーションビデオの放映（平成 29年度） 
（２）普天間飛行場の跡地を考える若手の会の報告 

１）若手の会の活動紹介 
２）今年度検討テーマ「経済効果を上げる土地利用」について 

（３）小グループに分かれての意見交換 
 
表：「字別意見交換会」の開催日時、会場、参加者数 

回数 開催日時 会場 参加者数 

第１回 
２月 21日（木） 
19：00～20：30 喜友名区公民館１階 

17 名 
（4名） 

第２回 
２月 25日（月） 
19：00～20：30 宜野湾区公民館 

29 名 
（6名） 

第３回 
２月 27日（水） 
19：00～20：30 大山区公民館 

14 名 
（4名） 

第４回 
３月 ３日（日） 
16：00～17：30 

宜野湾市立中央公民館２階 
集会場 

45 名 
（5名） 

合計 105 名 
（19名） 

※（参加者数について）上段：参加者総数 
下段：参加者総数の内、若手の会からの参加者 
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５）主な意見と回答（字別意見交換会） 

①１回目 

○開催日時：平成 31年２月 21日（木）19：00～20：30 
○開催場所：喜友名区公民館１階 
○出席者数： 17 名（うち、若手の会４名） 
 

（字別意見交換会に対する意見） 

意 見 返還時期が不明確なためか、参加者が少なく寂しい。 

意 見 親に言われて参加した。今回で 2回目の参加であり、内容が少しずつ分かるように
なってきた。今後、何ができるのか考えていこうと思う。 

 
（跡地利用計画に対する意見） 

意 見 普天間飛行場返還後、まちづくりを進める段階において、我々はいないかもしれな
いので、若い人達に頑張って頂きたい。 

意 見 集まる場所は公民館でもよい。高齢者は正直、跡地利用計画に関心がないと思う。
若い世代に情報提供していく事が重要である。 

意 見 中間取りまとめ策定以降、どのような取組みを行っているのか。 

回 答 より具体的な計画づくりに向けて、中間とりまとめの内容更新作業を進めている。

意 見 文化財調査の件について、基地内への立入を却下されたのか。 

回 答 現在立入できない状況であるが、文献上の調査はできている。 

 
（プロモーションビデオについて） 

意 見 全体的に良いイメージの PV なので、意見を述べる事はない。道路や住宅の事であ
れば意見を言いやすいが、全体的な話のため意見はない。 

写真：字別意見交換会の様子① 写真：字別意見交換会の様子② 
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（若手の会に対する意見） 

意 見 女性の意見も取り入れてほしい。 

意 見 イオンモールライカムのような大きな商業施設を活用して経済発展させる事は必要
である。 

意 見 産業として、田イモを活用して発展させる事が大事である。 

 
（その他） 

意 見 循環バスを走らせてほしい。 

 

 
②２回目 

○開催日時：平成 31年２月 25日（月）19：00～20：30 
○開催場所：宜野湾区公民館 
○出席者数： 29 名（うち、若手の会６名） 

 
（字別意見交換会に対する意見） 

意 見 字別意見交換会が年に何回開催しているのか分からないが、皆が思っている事を話
す機会があれば良い。 

 

 
（跡地利用計画に対する意見） 

意 見 返還時期が見えない中、将来自分の土地をどう活用したら良いか分からない。 

意 見 誰が鉄軌道の計画と跡地利用計画をマッチングさせるのか。 

回 答 鉄軌道ルートをはじめ、県と市で跡地利用計画検討を進めている。 

意 見 道路沿いに緑（公園）が配置されているが、なぜ住宅沿いに計画していないのか。

意 見 どのような企業を誘致するのか。 

回 答 （中間とりまとめの中で）研究施設、医療関係等という考えがある。 

意 見 返還後も同面積の土地が返ってくるのか心配である。 

回 答 事業手法による。土地区画整理事業では減歩により土地面積が小さくなるが、公共
施設が整備され土地の区画も整うため、土地の価値は変わらない。 
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意 見 小さい坪数の所有者から減歩は無理ではないか。 

回 答 土地区画整理事業において、過小宅地についても減歩は発生する。その場合、設定
された付保留地を購入する等の方法はある。 

意 見 新都心は完成まで 20 年要したため、そういう事がないようにしたい。固定資産税
を払うため、土地を少しずつ売るという事があった。収益が上がるまちづくりをし
たい。 

意 見 大規模公園として普天間飛行場跡地の約 1/4の面積が必要となると、地主の利用で
きる土地は減るが、プロモーションビデオを見ると必要と感じた。課題は土地をど
う確保するかである。地主からの提供（減歩）では無理である。 

回 答 大規模公園については用地取得を行い、国営公園として整備する事を検討している。

 
（若手の会に対する意見） 

意 見 富裕層を集めると税収が上がる。集めないとまちが発展しない。そのため、いかに
集めるか今後も検討してほしい。 

意 見 歴史、基地があったという事実、宜野湾の特色を残してほしい。その事が集客につ
ながる。 

意 見 普天間の中に、企業を配置したほうが良い。 

意 見 大きなガマやカーは観光地となるポテンシャルがある。きれいにしておく必要があ
る。水を観光に活用できるのでは。 

 

（その他） 

意 見 宜野湾市内に県立・市立の室内プールがほしい。健康にも良い。 

意 見 大学院大学等の施設を誘致してほしい。 
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③３回目 

○開催日時：平成 31年２月 27日（水）19：00～20：30 
○開催場所：大山区公民館 
○出席者数： 14 名（うち、若手の会４名） 

 
（跡地利用計画に対する意見） 

意 見 大山湿地という表現は適正なのか。外部の人から見ると、湿地という表現では価値
のないものに見えてしまうのでは。 

意 見 鉄軌道について、駅舎が２つか３つの場合は人が分散されるため、運営できないの
では。１つに集約する方がよいかもしれない。検討頂きたい。 

 
（若手の会に対する意見） 

意 見 若手の会の考える「大規模公園の考え方」について、普天間飛行場跡地全体を 1つ
の公園と考えるのか。あるいはその中の一部につくるのか。 

回 答 一部である。緑の中のまちづくりと考えている。 

 
（その他） 

意 見 返還後の固定資産税がどうなるのか知りたい。 

 

 
④４回目 

○開催日時：平成 31年３月３日（日）16：00～17：30 
○開催場所：宜野湾市立中央公民館２階 集会場 
○出席者数： 45 名（うち、若手の会 5名） 

 
（跡地利用計画に対する意見） 

意 見 並松街道は良いが緑が多すぎる。 

意 見 人の手でつくる自然に魅力は感じない。庭づくりをしているように感じた。 

意 見 雨水の排水計画は考えているのか。 

回 答 基地内の立ち入りができないため、今後現地調査を行い、検討を進めていきたい。

意 見 地権者として、地下が空洞ならば土地が使用できないため、情報をしっかりと持っ
て返還に望んで頂きたい。 
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意 見 そもそも返還されるのか。 

回 答 返還が決まってからでは遅いため今から検討が必要である。 

意 見 大規模公園はまだ継続して検討するのか。 

回 答 引き続き検討する事になる。 

 

 

６）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●開催数や会場、周知方法を再検討した事により、昨年度より参加人数を増やす事が
できた。 
・昨年度と比べ開催数を増やし、公民館を会場とした。また、案内文と案内ハガキに
よる２度の周知を行う事により、結果として延べ 100名を超える参加人数となった。 

●参加した地権者から意見を引き出しやすい状況を作り出し、活発な意見交換を行う
事ができた。 
・若手の会会員が今年度検討テーマの説明を行い、その後の意見交換で若手の会会員
が自ら進行を行った事で、参加した地権者から意見を引き出しやすい状況を作り出
す事ができ、これまでよりも活発な意見交換となった。 
 

【今後の課題】 

●より多くの地権者へ跡地利用計画に対する興味・関心を促し、意見等を引き出す必
要がある。 
・地権者の意向醸成を進め、また、普天間飛行場返還後の円滑な跡地利用を促進する
ため、今後も継続して開催し、より多くの地権者へ跡地利用計画に対する興味・関
心を促し、意見等を引き出す必要がある。 

●意見交換の時間を長く確保する必要がある。 
・跡地利用計画策定に向けた取組みの説明や、若手の会の活動紹介及び検討テーマの
報告に時間を要したため、意見交換の時間を十分に確保できない事があった。その
ため、今後は説明や報告の時間をコンパクトにし、地権者との意見交換の時間を長
く確保する必要がある。 
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（３）地権者支援情報誌「ふるさと」の作成・発行 

１）取組みのポイント 

地主会未加入者も含めた地権者に対し、跡地利用に関する行政側の情報や若手の会の活動
等に関する情報の提供を目的として、地権者支援情報誌「ふるさと」の発行を行った。 
 

２）情報発信の内容 

回 数 発送時期 主な掲載内容 

第 48号 平成 30年９月 

〇告知事項 

・普天間飛行場跡地まちづくり講座開講のお
知らせ 
・字別意見交換会開催のお知らせ 
・若手の会参加者募集のお知らせ 
〇紹介事項 

・跡地開発事例（那覇新都心地区）紹介 

第 49号 平成 31年３月 

〇報告事項 

・字別意見交換会の概要報告 
・若手の会活動内容 
・普天間飛行場跡地まちづくり講座の概要 
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.48(表面) 
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.48(中面) 



24 

  

図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.49(表面) 
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図：地権者支援情報誌「ふるさと」Vol.49(中面) 
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３）取組み成果と今後の課題 

【取組み成果】 

●跡地利用に関する他地区の事例や行政・若手の会の取組みについて情報を発信する
事ができた。 
・地主会未加入者に対しても「ふるさと」を発行し、より多くの地権者に対して跡地
利用に関する他地区の事例や行政・若手の会の取組みについて情報を発信する事が
できた。 
 

【今後の課題】 

●継続した情報発信と合わせて、見やすさや分かりやすさを工夫する必要がある。 
・今後の計画づくりの進捗等も考慮しながら、時期を捉えた的確な情報発信を継続し
て行っていく必要がある。 
・高齢の地権者も含めて、地権者全体に幅広く興味・関心を持ってもらえる情報発信
媒体として、見やすさや分かりやすさの工夫等、継続して検討していく必要がある。 

●掲載内容について地権者の意見を聞き出す必要がある。 
・これまで「ふるさと」郵送後、地権者が紙面を読んでいるかどうかの追跡調査は行
っていない状況である。そのため、「ふるさと」に跡地利用計画の内容を掲載したと
しても、読まれなければ地権者への周知が十分できているとは言えないため、例え
ば字別意見交換会における意見交換の場で、「ふるさと」の内容について意見を聞く
など、紙面構成及び内容について地権者からの意見を聞き出し、より良い情報誌と
する必要がある。 
 
 


